
ま
ず
外
車
蒸
汽
船
と
し
て

明
治
六
年
三
月
七
日
付
建
造
伺
及
び
仕
様
の
全
文
は
資
料

一
に
示
す
通
り
で

あ
る
が
、
建
造
伺
書
主
文
と
、
決
裁
及
び
仕
様
の
大
要
を
左
に
掲
げ
る
。
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日
分

こ
の
伺
書

に
添
付

し
た
と
考
え
ら

れ
る
図
面
と
し
て
、
昭
和

五
十
年
国
立
公

文
書
館

で
発
見
さ
れ

た
彩
色
を
施
し

た
も

の
が
二
枚
あ
る
。
一
枚

は
綱
具
之
図
、

他

の

一
枚
は
平
面
図

で
あ

る
。
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豪
華
な

仕
様

さ

て
、
こ
の
船
は
物
件
名

で
記
し
た
通

り

「外

車
蒸
漁
船
」
と
な

っ
て

い
る

が
、
後
述

の
通
り
、
実
際

に
注

文
し
た
と
き

は
ス
ク
ル
ー
船
に
変
更

さ
れ
て

い

る
。
ま

た
、

冒
頭
に

「
十
七
年

請
合
」
と

い
う
表

現
で
、
耐
用
年
数
を
十

七
年

と
し

て
い
る
。

現
今
、
船
舶

の
耐
用
年
数

は
、

商
船
で

は
そ

の
経
済

性
と
税
制
に
よ

っ
て
左

右
さ
れ
て
お

り
、
官
公
庁
船

で
は
国

有
財
産
或

は
公
用
財
産
と
し
て

の
規
定

が

あ
る
。
し

か
し
、

明
治
初
年

に
官
庁

船
の
耐
用
年
数

の
規

定
が
あ

っ
た
と

は
考

え
ら
れ
な

い
。

お
そ
ら
く
巨
額

の
建
造

費
が
必
要
と
な

る
の
で
、

こ
の
船
は
今

後

十
七
年
間
も
使

用
す

る
か
ち
、
中
古
船

を
購
入
し

て
高

い
修

繕
費
を
費
す
よ

り
も
、
有
利

で
あ

る
こ
と
を
強
調
し

た
も
の
と
推
量

で
き

る
。

も

っ
と
も
、
十

五
年
或
は
二
十
年

と
せ
ず

、
十
七
年

と
し
た
根
拠
は
判
然

と
し
な

い
。
ち
な

み

に
明
治
丸

は
、
明
治
七
年
完

工
、

翌
八
年
二
月
横
浜
着

港
以
来
、
明
治

二
十

九

年
七
月
商
船

学
校

に
貸
与
さ

れ
係

留
練
習
船

と
な

る
ま
で
、
優

に
当
初
計

画
さ

れ

た
耐

用
年
数
を
越
え

て
使

用
さ
れ
て

い
る
。

細

か
い
こ
と
で
あ
る

が
、

こ
の
仕
様
書

の

「
後

ロ
広
間

」
の
項

に

『
一
等
飛
脚

へ
ぐ

ア
ヵ

船

同
様
ノ
出
来
各
室
夜

ノ
明
り

ハ
室
間
柱

仕
込
ノ

「
ラ

ン
プ
」

ヨ
リ
取

ル
』

の

記

述
が
あ
る
。
当
時

の
船

で
は
発
電
機
を

備
え
ず
照
明
を
専

ら
ラ

ン
プ

に
頼

っ

た
も

の
で
あ

る
。

今
も
明
治
丸

の
船
尾

サ

ロ
ン
の
回
り

に
あ

る
船
室

の
柱

の
上

部
に
、
開
閉

で
き

る
半
円
筒
型

の
ガ
ラ
ス
蓋
を
と
り

つ
け

た
ラ

ン
プ
が
籏

め
込

ま
れ
て

い
る
。

こ
の
ラ

ン
プ

は
奥

に
反
射

鏡
が
あ
り
、
そ

の
前

の
蟻
燭
立

て
の

下
部

に
発
条

を
配
し
、
蛾

燭
の
燃

焼
と
共
に
発
条

で
押
上

げ
、
光
源

が
常

に
反

射
鏡

の
中

心
に
来
る
よ
う

に
工
夫
さ
れ
て

い
る
。
な

お
、

連
合
軍

の
接
収

に
よ

り
取
壊

さ
れ
て
し
ま

っ
た
が
、
「
一
等
飛
脚
船
同
様

ノ
出
来
」
で
示
さ

れ
た
通
り
、

食
卓
、

カ

ッ
プ
ボ
ー
ド
等

は
、
極
厚
で
良
質

の

マ
ホ
ガ

ニ
ー
材

が
使
用

さ
れ
、

往
時

の
豪
華
な
面
影
を

偲
ば
せ
て

い
た
。
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